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令和7年2月1日 中 央 会
　

本
会
と
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
青
年
部
、
県
中
小
企
業
青
年
中

央
会
、
県
東
部
中
小
企
業
青
年
央

会
、
県
中
部
中
小
企
業
青
年
中
央

会
、
県
西
部
中
小
企
業
青
年
中
央

会
、
鳥
取
女
性
中
央
会
の
合
計
７

団
体
の
共
同
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

賀
詞
交
歓
会
の
冒
頭
、
鳥
取
県
出

身
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
湯
淺

い
づ
み
氏
と
同
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
岸

本
聖
華
氏
に
よ
る
演
奏
で
幕
を
開

き
、
２
０
２
５
年
の
新
春
を
祝
っ

た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、
岩
﨑
会
長

が
「
昨
年
は
念
願
で
あ
っ
た
本
会

新
会
館
が
完
成
し
新
た
な
船
出
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
連
携
組

織
の
新
た
な
支
援
拠
点
と
し
て
、

組
合
並
び
に
組
合
員
へ
の
販
路
開

拓
や
人
材
確
保
、
地
域
へ
の
課
題

解
決
へ
の
支
援
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
伴

走
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
加

え
て
石
破
総
理
大
臣
が
就
任
さ
れ
、

鳥
取
県
で
初
の
総
理
大
臣
誕
生
に

県
内
は
喜
び
に
満
ち
、
地
方
創
生

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
本
会
は
、
中

小
企
業
組
合
等
連
携
組
織
を
通
じ

た
中
小
企
業
支
援
に
全
力
を
注
ぐ

と
と
も
に
、組
合
等
の
組
織
化
、価

格
転
嫁
の
適
正
化
を
は
じ
め
生
産

性
の
向
上
や
省
力
化
投
資
の
推
進
、

経
営
革
新
や
事
業
継
続
、Ｄ
Ｘ
・
Ｇ

Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
や
働
き
方
改

革
の
推
進
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
を
通
じ
た
県
内
就
職

の
促
進
や
次
世
代
の
若
手
リ
ー
ダ

ー
の
人
材
養
成
、
生
産
性
向
上
・

新
事
業
展
開
支
援
な
ど
、
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
た
事
業
を
積
極
的

に
進
め
、
本
県
産
業
の
振
興
と
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
。」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
平
井
鳥
取
県
知
事
、

浜
崎
鳥
取
県
議
会
議
長
、
舞
立
参

議
院
議
員
、
藤
井
参
議
院
議
員
よ

り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
祝
宴
を

開
催
し
た
。

　

ま
た
後
段
で
は
、
岩
﨑
会
長
を

除
く
６
名
の
主
催
者
団
体
会
長
が

登
壇
し
て
新
年
の
抱
負
を
述
べ
、

新
し
い
年
の
幕
開
け
を
祝
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
総
務
部　

砂
口
）

新
年
を
迎
え
本
県
産
業
の

　
　
　
　
　
振
興
と
発
展
を
誓
う

〜
新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会
開
催
〜

岩﨑会長挨拶

平井知事よりご祝辞

セミナーの様子

〜
新
春
セ
ミ
ナ
ー（
金
融
経
済
講
演
会
）を
開
催
〜

変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
経
済
と

　
　
　
　
金
融
に
つ
い
て
学
ぶ

　

本
会
は
、１
月
９
日
、鳥
取

市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
鳥
取
」に
お
い
て
、新
年
合

同
賀
詞
交
歓
会
・
第
一
部
と

し
て
、
鳥
取
県
金
融
広
報
委

員
会
と
共
催
し
、
新
春
セ
ミ

ナ
ー（
金
融
経
済
講
演
会
）を

開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
青
森
大
学
・

名
誉
教
授
見
城
美
枝
子
氏
を

招
聘
し
「
変
わ
り
ゆ
く
時
代

の
経
済
と
金
融
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。見
城
氏
は
、鳥

取
県
で
の
移
住
促
進
活
動
の

現
状
と
展
望
、
移
住
希
望
者

の
分
析
と
傾
向
、
地
方
移
住

に
お
け
る
重
要
要
素
と
課
題
、

金
融
教
育
の
重
要
性
に
つ
い

て
説
明
。
そ
の
中
で
も
特
に

金
融
教
育
に
つ
い
て
強
調
し
、

「
実
際
に
お
金
に
触
れ
る
機

会
が
減
り
、
若
者
は
損
を
し

て
も
実
感
を
抱
け
な
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
ぜ
ひ
金
融
や

経
済
に
つ
い
て
教
育
し
て
ほ

し
い
」
と
示
唆
を
受
け
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
県
内
の
経

営
者
等
約
１
０
０
名
が
参
加

し
、「
実
話
に
基
づ
い
た
お
話

で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」「
変

革
の
時
代
に
対
応
す
る
た
め

の
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
る
な
ど
、
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た

　
（
企
画
振
興
部　

名
越
）

　
本
会
は
１
月
９
日
「
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」
に
お
い
て
、

来
賓
並
び
に
組
合
代
表
者
、
関
係

団
体
等
約
１
３
０
人
の
出
席
を
得

て
、
新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会
を
開

催
し
た
。
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令和7年2月1日

説明会の様子

専
門
家
、行
政
、組
合
の
視
点
か
ら

　
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
度
を
説
明

　

本
会
は
、
12
月
6
日
、
鳥
取

市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

鳥
取
」
に
お
い
て
、
小
規
模
事

業
者
連
携
促
進
事
業
の
一
環
と

し
て
組
合
制
度
及
び
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
普

及
説
明
会
を
開
催
し
、
県
内
事

業
者
及
び
行
政
等
約
35
名
が
参

加
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
本
会
よ
り
中

小
企
業
組
合
制
度
の
概
要
や
設

立
手
順
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
制
度
に
つ
い
て
は
、

関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院

経
営
戦
略
研
究
科
兼
任
講
師
の

勝
瀬
典
雄
氏
、
鳥
取
県
輝
く
鳥

取
創
造
本
部
中
山
間
・
地
域
振

興
局
の
大
石
幸
司
氏
、
鳥
取
労

働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

の
上
田
拓
史
氏
よ
り
、
制
度
概

要
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推

進
交
付
金
、
派
遣
労
働
者
受
入

れ
の
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、事
例
発
表
と
し
て
、智

頭
町
複
業
協
同
組
合
の
星
野
大

輔
氏
よ
り
組
合
概
要
に
つ
い
て

話
を
伺
っ
た
。

　

専
門
家
、行
政
、組
合
の
様
々

な
視
点
か
ら
説
明
を
行
っ
た
こ

と
で
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
設
立
に
意
欲
を
示
す

事
業
者
も
あ
り
、
組
合
制
度
及

び
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
を
広
く
周
知
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
　
　

 

（
組
織
支
援
部　

上
根
）

特定地域づくり事業協同組合制度
地域の担い手を確保するため、制度を活用しませんか。

特定地域づくり事業協同組合制度の概要

設立手続き
の流れ

　特定地域づくり事業協同組合は、人口減少地域において、労働者派遣事業を許可ではなく届出で実
施することができ、組合運営費の財政支援も受けることができる事業協同組合です。地域経済の維持
と、地域の担い手を確保するため、制度を活用しませんか。

【対象地域】 人口規模・人口密度・事業所数等に照らし、人材確保に特に支援が必要な地区として知事が判断した地域。
※地区を市町村内の一部の地域とする場合、地区内のみでは派遣先となる事業者が確保できない場合、利用分
量の制限を条件として当該地区が含まれる市町村の範囲内で派遣も可能。

【認定手続】 事業協同組合の申請に基づき、都道府県知事が認定（10年更新制）
【特例措置】 労働者派遣法に基づく労働者派遣事業（無期雇用職員に限る）を届出で実施可能
【対象事業】 マルチワーカー（季節毎の労働需要等に応じて複数の事業者の事業に従事）の派遣等
【財政支援】 組合運営費の１／２を市町村が財政支援（市町村負担の１／２を国庫補助）

①事前準備（事業者・市町村・関係事業者団体間の相談・調整） ②事業計画（案）の作成
③関係機関（中央会、都道府県、労働局）への事前相談 ④事業協同組合の設立認可手続（中央会）
⑤特定地域づくり事業協同組合の認定手続（都道府県） ⑥労働者派遣事業の届出（労働局）

農
業
者

林
業
者

漁
業
者

食
品
加
工
業
者

製
材
業
者

機
械
製
造
業
者

運
送
業
者

介
護
業
者

飲
食
・
宿
泊
業
者

特定地域づくり事業協同組合・組合員

都道府県

市町村

特定地域づくり事業協同組合
地域づくり人材の雇用 ⇒ 所得の安定・社会保障の確保

利用 料金人材 派遣

認 定

財政
支援

組合設立に向けて
市町村の取組を支援
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基
本
的
な
課
題
認
識
と
対
応
の
方
向
性

〇
予
算
・
税
・
制
度
改
正
等
の
政
策
手
段
を

総
動
員
し
、中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

等
の
飛
躍
的
成
長
、規
模
拡
大
、新
事
業

進
出
・
事
業
転
換
、生
産
性
向
上
・
省
力

化
等
の
投
資
を
促
す
と
と
も
に
、中
小
企

業・小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
賃
上
げ

に
つ
な
げ
、地
域
経
済
の
好
循
環
と
成
長

型
経
済
へ
の
転
換
を
実
現
す
る
。

〇
物
価
高
、エ
ネ
ル
ギ
ー
高
、構
造
的
な
人

手
不
足
等
、厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
す

る
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
等
に
対
す

る
価
格
転
嫁
対
策
や
資
金
繰
り
支
援
、省

力
化
投
資
の
支
援
等
に
万
全
を
期
し
、持

続
的
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整

備
を
図
る
。

〇
ま
た
、小
規
模
事
業
者
支
援
、事
業
承
継
、

社
会
課
題
解
決
等
を
通
じ
て
、地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
。

①
持
続
的
賃
上
げ
実
現
に
向
け
た
中
小

企
業
の
成
長
・
生
産
性
向
上
・
省
力
化

投
資
支
援

〇
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
等
の
飛
躍
的

成
長
、規
模
拡
大
、新
事
業
進
出
・
事
業

転
換
、生
産
性
向
上
・
省
力
化
等
の
投
資

を
促
す
と
と
も
に
、中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
持
続
的
な
賃
上
げ
に
つ
な
げ
、

地
域
経
済
の
好
循
環
と
成
長
型
経
済
へ

の
転
換
を
実
現
す
る
。

◇
成
長
型
中
小
企
業
等
研
究
開
発
支
援
事
業

 

【
１
２
３
億
円
】

　
　

大
学
等
と
連
携
し
て
行
う
も
の
づ
く

り
基
盤
技
術
及
び
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
研
究
開
発
を
支
援

◇
中
小
機
構
に
よ
る
海
外
展
開
支
援

 

【
中
小
機
構
交
付
金
の
内
数
】

　
　

新
規
に
海
外
市
場
の
獲
得
を
目
指
す

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
よ
る

輸
出
（
越
境
Ｅ
Ｃ
を
含
む
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
）
を
支
援

◇
中
小
機
構
に
よ
る
成
長
志
向
の
中
小
企

業
支
援 
【
中
小
機
構
交
付
金
の
内
数
】

　
　

売
上
高
１
０
０
億
円
以
上
へ
の
成
長

を
目
指
す
中
小
企
業
を
含
め
、
成
長
志

向
の
中
小
企
業
へ
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
、

経
営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
等
に

取
り
組
む

◇
中
小
機
構
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
対
応
支
援

 

【
中
小
機
構
交
付
金
の
内
数
】

　
　

中
小
機
構
へ
の
相
談
窓
口
の
設
置
や

支
援
機
関
の
人
材
育
成
等
に
よ
り
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
を

支
援

②
物
価
高
、人
手
不
足
等
の
厳
し
い
経

営
環
境
へ
の
対
応

〇
価
格
交
渉
促
進
月
間・下
請
代
金
法
の
執

行
強
化
等
を
通
じ
た
取
引
適
正
化
の
推

進
、物
価
高
な
ど
の
厳
し
い
事
業
環
境
に

物
価
高
や
人
手
不
足
等
の
厳
し
い
状
況
に
対
応
し

　
賃
上
げ
や
省
力
化
投
資
の
支
援
に
向
け
た
取
組
み
が
ポ
イ
ン
ト

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
関
係
予
算
等
の
ポ
イ
ン
ト

「
令
和
６
年
度
補
正
予
算
」及
び

「
令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
」等
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、令
和
６
年
度
補
正
予
算
、令
和
７
年
度

当
初
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、ま
た
、令
和
７
年
度

税
制
改
正
大
綱
が
公
表
さ
れ
た
。概
要
は
以
下
の
通
り
。

対
応
す
る
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
へ

の
資
金
繰
り
支
援
、構
造
的
な
人
手
不
足

へ
の
省
力
化
投
資
支
援
な
ど
に
よ
り
、構

造
的
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整

備
を
図
る
。

◇〈
価
格
転
嫁
対
策
〉中
小
企
業
取
引
対

策
事
業 

【
29
億
円
】＋【
８
．３
億
円
】

　
　

価
格
交
渉
促
進
月
間
や
、
下
請
Ｇ
メ

ン
等
に
よ
る
取
引
実
態
の
把
握
、
下
請

法
の
厳
正
な
執
行
、
下
請
か
け
こ
み
寺

で
の
相
談
対
応
等
を
実
施

◇〈
資
金
繰
り
支
援
〉中
小
企
業
資
金
繰
り

支
援
事
業 

【
２
２
３
億
円
】

　
　

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
融
資
に

お
け
る
金
利
を
引
下
げ
る
た
め
の
利
子

補
給
や
信
用
保
証
制
度
等
を
通
じ
た
資

金
繰
り
支
援
を
実
施

◇〈
省
力
化
支
援
〉中
小
企
業
省
力
化
投
資

促
進
事
業（
省
力
化
補
助
金
）

◇〈
事
業
環
境
変
化
に
対
応
し
た
経
営
相

談
体
制
、経
営
改
善
・
早
期
再
生
・
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
拡
充
〉事
業
環
境
変

化
対
応
型
支
援
事
業 
【
１
１
２
億
円
】

◇
中
小
企
業
活
性
化
・
事
業
承
継
総
合
支

援
事
業 
【
１
４
４
億
円
】＋【
61
億
円
】

　
　

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
に
よ
る
事

業
再
生
支
援
や
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
円
滑
な
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
等
を
実
施

③
小
規
模
事
業
者
支
援
、災
害
か
ら
の

早
期
復
旧
支
援

〇
多
様
な
経
営
課
題
を
抱
え
る
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
や
、災
害
か
ら
の
早
期
復

旧
等
の
支
援
を
推
進
す
る
。

◇
小
規
模
事
業
対
策
推
進
等
事
業

 

【
61
億
円
】

　
　

商
工
会
・
商
工
会
議
所
等
を
通
じ
て

行
わ
れ
る
小
規
模
事
業
者
へ
の
巡
回
指

導
・
窓
口
相
談
な
ど
を
支
援

◇
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業 
【
10
億
円
】＋【
10
億
円
】

　
　

地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
小
規
模
事
業
者
の
販

路
開
拓
・
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組

や
小
規
模
事
業
者
等
の
災
害
復
旧
を
支

援
◇
商
店
街
等
活
性
化
支
援
事
業

 

【
中
小
機
構
交
付
金
の
内
数
】

　
　

変
革
意
欲
の
あ
る
商
店
街
等
に
よ
る

社
会
課
題
解
決
や
地
域
の
価
値
向
上
に

向
け
、
専
門
家
に
よ
る
面
的
伴
走
支
援

等
を
行
う

④
事
業
承
継
、再
編
等
を
通
じ
た
変
革

の
推
進

〇
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、地
域
の
経

済
と
雇
用
の
基
盤
を
支
え
る
た
め
、事
業

承
継
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、事
業

承
継
、再
編
等
を
契
機
に
変
革
に
挑
戦
す

る
企
業
の
生
産
性
向
上・成
長
を
支
援
す

る
。

◇
中
小
企
業
活
性
化
・
事
業
承
継
総
合
支

援
事
業 
【
１
４
４
億
円
】＋【
61
億
円
】

◇
後
継
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

 

【
４
億
円
】

　
　

後
継
者
同
士
の
切
磋
琢
磨
で
き
る
場

を
創
出
し
、
既
存
の
経
営
資
源
を
活
か

し
た
新
規
事
業
ア
イ
デ
ア
を
競
う
イ
ベ

ン
ト
開
催

⑤
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
性

化
、地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

支
援
の
推
進

〇
多
様
な
経
営
課
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
伴
走
・
経
営
支
援
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
の
支
援

を
推
進
す
る
。

◇
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
総
合
支
援
事
業

 

【
34
億
円
】＋【
20
億
円
】

　
　

各
都
道
府
県
に
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
を

整
備
す
る
な
ど
、中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
が
抱
え
る
様
々
な
経
営
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備

◇
中
堅
・
中
核
企
業
の
経
営
力
強
化
支
援

事
業
、地
域
の
人
事
部
支
援
事
業

 

【
７
億
円
】

　
　

支
援
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・

ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
や
地
域
企
業
群
や
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
人
材
確
保
・

育
成
・
定
着
を
行
う
「
地
域
の
人
事
部
」

の
取
組
を
支
援

◇
中
小
企
業
実
態
調
査
委
託
費【
21
億
円
】

◇
ゼ
ブ
ラ
企
業
創
出
・
育
成
の
た
め
の
エ
コ

シ
ス
テ
ム
定
着
に
向
け
た
調
査
・
分
析

 

【
５
．０
億
円
】

　
　

ゼ
ブ
ラ
企
業
に
よ
る
社
会
課
題
解
決

事
業
を
支
援
す
る
地
域
の
関
係
者
を
中

心
と
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
定
着
を
図

る
◇
地
域
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
等
調
査
・

分
析 

【
４
．０
億
円
】

　
　

人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
普
及

を
通
じ
、
副
業
・
兼
業
人
材
、
女
性
、
高

齢
者
等
の
多
様
な
人
材
の
戦
略
的
な
活

用
を
促
進

中小企業対策費

令和6年度
令和7年度

+
令和6年度補正計上額

1,082億円
1,080億円

+
5,601億円



5

令和7年2月1日

基
本
的
な
課
題
認
識
と
対
応
の
方
向
性

〇
予
算
・
税
・
制
度
改
正
等
の
政
策
手
段
を

総
動
員
し
、中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

等
の
飛
躍
的
成
長
、規
模
拡
大
、新
事
業

進
出
・
事
業
転
換
、生
産
性
向
上
・
省
力

化
等
の
投
資
を
促
す
と
と
も
に
、中
小
企

業・小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
賃
上
げ

に
つ
な
げ
、地
域
経
済
の
好
循
環
と
成
長

型
経
済
へ
の
転
換
を
実
現
す
る
。

〇
物
価
高
、エ
ネ
ル
ギ
ー
高
、構
造
的
な
人

手
不
足
等
、厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
す

る
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
等
に
対
す

る
価
格
転
嫁
対
策
や
資
金
繰
り
支
援
、省

力
化
投
資
の
支
援
等
に
万
全
を
期
し
、持

続
的
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整

備
を
図
る
。

〇
ま
た
、小
規
模
事
業
者
支
援
、事
業
承
継
、

社
会
課
題
解
決
等
を
通
じ
て
、地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
。

①
持
続
的
賃
上
げ
実
現
に
向
け
た
中
小

企
業
の
成
長
・
生
産
性
向
上
・
省
力
化

投
資
支
援

〇
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
等
の
飛
躍
的

成
長
、規
模
拡
大
、新
事
業
進
出
・
事
業

転
換
、生
産
性
向
上
・
省
力
化
等
の
投
資

を
促
す
と
と
も
に
、中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
持
続
的
な
賃
上
げ
に
つ
な
げ
、

地
域
経
済
の
好
循
環
と
成
長
型
経
済
へ

の
転
換
を
実
現
す
る
。

◇
成
長
型
中
小
企
業
等
研
究
開
発
支
援
事
業

 

【
１
２
３
億
円
】

　
　

大
学
等
と
連
携
し
て
行
う
も
の
づ
く

り
基
盤
技
術
及
び
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
研
究
開
発
を
支
援

◇
中
小
機
構
に
よ
る
海
外
展
開
支
援

 

【
中
小
機
構
交
付
金
の
内
数
】

　
　

新
規
に
海
外
市
場
の
獲
得
を
目
指
す

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
よ
る

輸
出
（
越
境
Ｅ
Ｃ
を
含
む
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
）
を
支
援

◇
中
小
機
構
に
よ
る
成
長
志
向
の
中
小
企

業
支
援 
【
中
小
機
構
交
付
金
の
内
数
】

　
　

売
上
高
１
０
０
億
円
以
上
へ
の
成
長

を
目
指
す
中
小
企
業
を
含
め
、
成
長
志

向
の
中
小
企
業
へ
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
、

経
営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
等
に

取
り
組
む

◇
中
小
機
構
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
対
応
支
援

 

【
中
小
機
構
交
付
金
の
内
数
】

　
　

中
小
機
構
へ
の
相
談
窓
口
の
設
置
や

支
援
機
関
の
人
材
育
成
等
に
よ
り
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
を

支
援

②
物
価
高
、人
手
不
足
等
の
厳
し
い
経

営
環
境
へ
の
対
応

〇
価
格
交
渉
促
進
月
間・下
請
代
金
法
の
執

行
強
化
等
を
通
じ
た
取
引
適
正
化
の
推

進
、物
価
高
な
ど
の
厳
し
い
事
業
環
境
に

対
応
す
る
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
へ

の
資
金
繰
り
支
援
、構
造
的
な
人
手
不
足

へ
の
省
力
化
投
資
支
援
な
ど
に
よ
り
、構

造
的
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整

備
を
図
る
。

◇〈
価
格
転
嫁
対
策
〉中
小
企
業
取
引
対

策
事
業 

【
29
億
円
】＋【
８
．３
億
円
】

　
　

価
格
交
渉
促
進
月
間
や
、
下
請
Ｇ
メ

ン
等
に
よ
る
取
引
実
態
の
把
握
、
下
請

法
の
厳
正
な
執
行
、
下
請
か
け
こ
み
寺

で
の
相
談
対
応
等
を
実
施

◇〈
資
金
繰
り
支
援
〉中
小
企
業
資
金
繰
り

支
援
事
業 

【
２
２
３
億
円
】

　
　

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
融
資
に

お
け
る
金
利
を
引
下
げ
る
た
め
の
利
子

補
給
や
信
用
保
証
制
度
等
を
通
じ
た
資

金
繰
り
支
援
を
実
施

◇〈
省
力
化
支
援
〉中
小
企
業
省
力
化
投
資

促
進
事
業（
省
力
化
補
助
金
）

◇〈
事
業
環
境
変
化
に
対
応
し
た
経
営
相

談
体
制
、経
営
改
善
・
早
期
再
生
・
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
拡
充
〉事
業
環
境
変

化
対
応
型
支
援
事
業 
【
１
１
２
億
円
】

◇
中
小
企
業
活
性
化
・
事
業
承
継
総
合
支

援
事
業 
【
１
４
４
億
円
】＋【
61
億
円
】

　
　

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
に
よ
る
事

業
再
生
支
援
や
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
円
滑
な
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
等
を
実
施

③
小
規
模
事
業
者
支
援
、災
害
か
ら
の

早
期
復
旧
支
援

〇
多
様
な
経
営
課
題
を
抱
え
る
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
や
、災
害
か
ら
の
早
期
復

旧
等
の
支
援
を
推
進
す
る
。

◇
小
規
模
事
業
対
策
推
進
等
事
業

 

【
61
億
円
】

　
　

商
工
会
・
商
工
会
議
所
等
を
通
じ
て

行
わ
れ
る
小
規
模
事
業
者
へ
の
巡
回
指

導
・
窓
口
相
談
な
ど
を
支
援

◇
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業 
【
10
億
円
】＋【
10
億
円
】

　
　

地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
小
規
模
事
業
者
の
販

路
開
拓
・
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組

や
小
規
模
事
業
者
等
の
災
害
復
旧
を
支

援
◇
商
店
街
等
活
性
化
支
援
事
業

 

【
中
小
機
構
交
付
金
の
内
数
】

　
　

変
革
意
欲
の
あ
る
商
店
街
等
に
よ
る

社
会
課
題
解
決
や
地
域
の
価
値
向
上
に

向
け
、
専
門
家
に
よ
る
面
的
伴
走
支
援

等
を
行
う

④
事
業
承
継
、再
編
等
を
通
じ
た
変
革

の
推
進

〇
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、地
域
の
経

済
と
雇
用
の
基
盤
を
支
え
る
た
め
、事
業

承
継
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、事
業

承
継
、再
編
等
を
契
機
に
変
革
に
挑
戦
す

る
企
業
の
生
産
性
向
上・成
長
を
支
援
す

る
。

◇
中
小
企
業
活
性
化
・
事
業
承
継
総
合
支

援
事
業 
【
１
４
４
億
円
】＋【
61
億
円
】

◇
後
継
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

 

【
４
億
円
】

　
　

後
継
者
同
士
の
切
磋
琢
磨
で
き
る
場

を
創
出
し
、
既
存
の
経
営
資
源
を
活
か

し
た
新
規
事
業
ア
イ
デ
ア
を
競
う
イ
ベ

ン
ト
開
催

⑤
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
性

化
、地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

支
援
の
推
進

〇
多
様
な
経
営
課
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
伴
走
・
経
営
支
援
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
の
支
援

を
推
進
す
る
。

◇
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
総
合
支
援
事
業

 

【
34
億
円
】＋【
20
億
円
】

　
　

各
都
道
府
県
に
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
を

整
備
す
る
な
ど
、中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
が
抱
え
る
様
々
な
経
営
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備

◇
中
堅
・
中
核
企
業
の
経
営
力
強
化
支
援

事
業
、地
域
の
人
事
部
支
援
事
業

 

【
７
億
円
】

　
　

支
援
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・

ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
や
地
域
企
業
群
や
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
人
材
確
保
・

育
成
・
定
着
を
行
う
「
地
域
の
人
事
部
」

の
取
組
を
支
援

◇
中
小
企
業
実
態
調
査
委
託
費【
21
億
円
】

◇
ゼ
ブ
ラ
企
業
創
出
・
育
成
の
た
め
の
エ
コ

シ
ス
テ
ム
定
着
に
向
け
た
調
査
・
分
析

 

【
５
．０
億
円
】

　
　

ゼ
ブ
ラ
企
業
に
よ
る
社
会
課
題
解
決

事
業
を
支
援
す
る
地
域
の
関
係
者
を
中

心
と
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
定
着
を
図

る
◇
地
域
中
小
企
業
人
材
確
保
支
援
等
調
査
・

分
析 

【
４
．０
億
円
】

　
　

人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
普
及

を
通
じ
、
副
業
・
兼
業
人
材
、
女
性
、
高

齢
者
等
の
多
様
な
人
材
の
戦
略
的
な
活

用
を
促
進

※
詳
し
く
は
経
済
産
業
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。
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中小企業関連税制改正のポイント
令和7年度（2025年度）

１．国内投資の持続的拡大

２．中小企業の活性化

３．エネルギーサプライチェーンの強靭化・GXの実現や産業競争力強化に向けた検討

① 中小企業経営強化税制の拡充・延長 
•中小企業の成長を後押しし、中堅企業への成長ポテンシャルが高い売上高が100億円を超える中小企業（100億
企業）の創出を推進するため、中小企業経営強化税制を2年間延長した上で、100億企業を目指す中小企業に対
する措置を拡充（対象設備に建物を追加。建物に対し、特別償却(最大25％)又は税額控除(最大2％)）する。

② 地域未来投資促進税制の拡充・延長
•地域経済を牽引する企業の成長促進を通じた強靱な産業基盤の構築に向けて、地域経済への波及効果が特に高
く期待できる事業の促進を強化すべく、地域未来投資促進税制(通常は、特別償却(35％ )又は税額控除(4％ ))の
措置期間を3年間延長した上で、地域経済の実情に応じ、その発展・成長に特に資する分野に対する10億円以上
の設備投資について新たな措置(特別償却50％又は税額控除5%)を追加する。

③ 固定資産税の特別措置の拡充・延長
•赤字の中小企業であっても前向きな投資を引き続き可能とするため、賃上げを行う企業を対象に設備投資に伴う
固定資産税の特例措置を2年間延長するとともに、賃上げ率に応じて軽減率を引き上げる（課税標準を最大で5
年間1/4まで軽減）。

① 事業承継税制の見直し
•経営者の高齢化の進展等に鑑み、中小企業の事業承継を一層後押しし、生産性向上・成長への支援を強化する観
点から、事業承継税制の特例措置について、役員就任要件の見直し（現行:「贈与日まで３年以上役員である」→改
正案:「贈与の直前に役員である」）を行う。個人版事業承継税制についても同趣旨の見直しを行う。事業承継によ
る世代交代の停滞や地域経済の成長への影響に係る懸念も踏まえ、事業承継のあり方については今後も検討する。

② 中小企業投資促進税制の延長、 ③中小企業軽減税率の延長等
•人手不足や物価高騰が続く中、中小企業の更なる設備投資を促進するため、中小企業投資促進税制（特別償却
30％又は税額控除(7%)（※１））を2年間延長するとともに、財務基盤を強化するため、中小企業軽減税率（所得
800万円まで、法人税率を19％→15％に軽減(※２)）を2年間延長する。
※１税額控除は資本金3,000万円以下の中小企業者等に限る
※２課税所得10億円超の中小法人等は法人税率を19％→17％に軽減

④ 中小企業防災・減災投資促進税制の延長等
•令和６年能登半島地震をはじめ、自然災害が全国で多発する中、中小企業における防災・減災能力の強化が一層
重要性を増していることを踏まえ、中小企業防災・減災投資促進税制（特別償却16％）を２年間延長等する。

① 減耗控除制度の延長等
•世界各国によるカーボンニュートラルに向けての取り組みや、ウクライナ危機や中東情勢の緊迫化など、エネルギ
ー・鉱物資源の安定供給確保の重要性が増している中、持続的な鉱業活動を後押しする減耗控除制度の３年間の
延長等を行う。

② 電気供給業・ガス供給業に係る課税方式の検討
•電気供給業・一部のガス供給業について、強靱なエネルギーサプライチェーンを構築する観点から、一般の企業と
の課税の公平性確保を図るため、法人事業税の課税方式を他の事業と同様の課税方式へ変更することについて
引き続き検討する。
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　建設業界は､地域のインフラの整備や復旧工事等の担い手であると同時に､地域経済・雇用を
支え､災害時には、最前線で地域社会の安全・安心の確保を担う地域の守り手として、国民生活
や社会経済を支える大きな役割を担っております。
　近年、原材料の高騰やエネルギーコストの上昇により、建設資材等の価格が高騰し、収益を圧
迫しており中小企業にとって喫緊の課題となっています。加えて２０２４年４月より建設業において
「働き方改革関連法」が適用され、職員の意欲や能力を存分に発揮できる職場環境の整備、若年
入職者の確保・育成も必要となっています。
　このような環境下において、中小企業者が連携して、建設副資材の共同購買事業を行うこと
で、組合員の経営基盤を強化し、加えて教育情報提供事業により職場環境の整備を図っていくこ
とが課題解決に効果的であると考え、相互扶助の精神に基づき、事業協同組合を設立しました。
組合員の自主的な経済活動を促進し、業界の底上げに努めて参ります。どうぞよろしくお願いい
たします。

建設業パートナーズ協同組合

代表理事
住 所
電 話
F A X
設立年月日
出 資 金
組 合 員

平野　敏和
鳥取県鳥取市千代水一丁目149番地
0857-25-5505
0857-25-5506
令和6年12月25日
40万円
４名

事 業
① 組合員の建設事業に要する副資材の共同購買
② 組合員の経済的地位の改善のためにする団体協約の締結
③ 組合員の事業に関する経営及び技術の改善向上又は組合事業に関する
知識の普及を図るための教育及び情報の提供

④ 組合員の福利厚生に関する事業

平野理事長

交流会の様子

学
生
と
先
輩
社
会
人
と
の

　
　
　
　
交
流
会
を
開
催

　

本
会
は
と
っ
と
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
推
進
事
業（
鳥
取
県
委
託
事
業
）の

イ
ベ
ン
ト
事
業
と
し
て
、12
月
26
日
に

TREES C
O
FFEE C

O
M
PA
N
Y

ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
マ
ミ
ー
店（
鳥
取
市
商
栄
町
）

に
て
、「
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
み
つ
け
る

ス
テ
ッ
プ
ツ
ア
ー
IN
鳥
取
」と
題
し
て
交

流
会
を
開
催
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
大
学
生
と
企
業
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
者
と
の
交
流
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、企
業
は
金
融
、

Ｉ
Ｔ
、食
品
製
造
業
、畜
産
業
、レ
ン
タ

ル
業
の
５
社
と
学
生
は
県
内
大
学
よ
り

12
名
が
参
加
し
た
。１
企
業
に
対
し
て

学
生
２
〜
３
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
な

り
、学
生
の「
社
会
で
活
か
せ
る
自
分
の

強
み
」や「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
用

方
法
」な
ど
の
悩
み
に
つ
い
て
先
輩
社
会

人
が
助
言
を
す
る
な
ど
、各
グ
ル
ー
プ

と
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
が
行
わ

れ
た
。　
　
　

   

（
事
務
局
次
長　

亀
井
）

本補助金の詳細や公募要領
などはこちらから
https://shoryokuka.smrj.go.jp/

補助上限額 ※カッコ内は大幅賃上げを行う場合枠・類型

中小企業省力化投資補助金に「一般型」が追加されました
【カタログ注文型】清掃ロボット、自動券売機、スチームコンベクションオーブン、無人搬送車等の人

手不足解消に効果がある汎用製品を「カタログ」に掲載し、中小企業等が選択し
て導入できるようにすることで、簡易で即効性がある省力化投資を促進する。

【 一 般 型 】　　業務プロセスの自動化・高度化やロボット生産プロセスの改善、デジタルトラン
スフォーメーション(DX)等、中小企業等の個別の現場の設備や事業内容等に合
わせた設備導入・システム構築等の多様な省力化投資を促進する。

●補助上限額及び補助率

●事業概要

５人以下 　200万円（　300万円）
6～20人 　500万円（　750万円）
21人以上 1,000万円（1,500万円）

カタログ
注文型

５人以下 　750万円（1,000万円）
6～20人 1,500万円（2,000万円）
21～50人 3,000万円（4,000万円）
51～100人 5,000万円（6,500万円）
101人以上 8,000万円（1億円）

1/2、小規模・再生　2/3
※補助金額1,500万円までは1/2もしく
は2/3、1500万円を超える場合は1/3
※最低賃金引上げ特例：補助率を2/3に
引上げ（小規模・再生事業者は除く。）

一般型

補助率

自動券売機 無人搬送車

カスタマイズ機器 ソフト＋ハード

1/2

追加



8

令和7年2月1日 ちいき組合情報

改
正
物
流
法
及
び
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
等
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

対
応
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

　
倉
吉
銀
座
商
店
街
振
興
組
合（
理
事
長
・
小

林
健
治
氏
）は
、本
会
事
業
環
境
変
化
対
応
型

支
援
事
業
を
活
用
し
、12
月
16
日「
倉
吉
商
工

会
議
所
」に
お
い
て
、適
格
請
求
書
等
保
存
方

式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）に
係
る
専
門
家
派
遣

を
実
施
し
た
。　

　
専
門
家
と
し
て
、森
・
齋
藤
税
理
士
法
人
代

表
社
員 

森
耕
生
氏
が
派
遣
さ
れ
、令
和
５
年

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、組
合
が
登

録
事
業
者
に
な
る
こ
と
で
生
じ
る
経
理
処
理

へ
の
対
応
方
法
や
請
求
書
等
証
憑
書
類
の
様

式
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
確
認
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
組
合
の
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
は
組
合
員
か
ら
求
め
ら
れ
て
お
り
、今
後
の

組
合
と
し
て
の
対
応
方
針
や
課
題
に
つ
い
て

解
説
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、大
変
参
考
に
な

っ
た
」な
ど
の
意
見
が
あ
り
、非
常
に
有
意
義

な
も
の
と
な
っ
た
。　

 （
企
画
振
興
部　
森
本
）

　
本
会
で
は
、小
企
業
者
組
織
化
特
別
講

習
会
と
し
て
、赤
帽
鳥
取
県
軽
自
動
車
運

送
事
業
協
同
組
合（
理
事
長
・
西
山
篤
夫

氏
）を
対
象
に
、１
月
18
日
、米
子
市「
米

子
商
工
会
議
所
」に
お
い
て
、「
改
正
物
流

法
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
」を
テ
ー
マ
に

実
施
し
た
。

　
講
師
に
、全
国
赤
帽
軽
自
動
車
運
送
協

同
組
合
連
合
会・事
務
局
長・嵯
峨
徹
也
氏

を
迎
え
、４
月
よ
り
対
応
が
求
め
ら
れ
る

安
全
対
策
、ま
た
、昨
年
11
月
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
な
ど
に

つ
い
て
、制
度
の
概
要
及
び
実
務
面
に
お

け
る
対
応
方
法
な
ど
、組
合
員
の
事
業
実

態
に
基
づ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
特
に
、貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
者
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
、講
習
の
受
講
や
適

性
診
断
の
受
診
、業
務・事
故
等
の
記
録
な

ど
、実
務
面
の
対
応
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、新

た
に
対
応
が
求
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
説
明
を
受
け
る
な
ど
、組
合
員

が
適
正
に
事
業
を
行
う
う
え
で
、非
常
に

有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

   （
企
画
振
興
部　
山
﨑
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
を
図
る
専
門
家
派
遣
を
実
施

児
童
養
護
施
設
で

　

表
替
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
鳥
取
県
畳
振
興
協
同
組
合（
理
事
長
・
徳

田
浩
司
氏
）は
、12
月
19
日
、鳥
取
市
の
児

童
養
護
施
設「
鳥
取
こ
ど
も
学
園
」に
お
い

て
、畳
の
表
替
え
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
の
は
東
部
支
部

（
支
部
長
・
吉
田
政
司
氏
）の
組
合
員
で
、同

支
部
で
は
以
前
か
ら
県
東
部
地
域
の
福
祉
施

設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
お
り
、

同
園
へ
の
畳
の
表
替
え
は
今
年
で
12
年
目
の

実
施
と
な
る
。

　
当
日
は
、組
合
員
8
人
が
抗
菌
作
用
や
空

気
清
浄
効
果
の
あ
る
新
し
い
畳
を
持
ち
込

み
、子
ど
も
た
ち
が
通
所
す
る
2
部
屋
計
12

畳
の
表
替
え
を
手
際
よ
く
実
施
。真
新
し
い

畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
部
屋
は
、明
る
く
爽

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　
作
業
を
行
っ
た
吉
田
支
部
長
は「
地
元
に

還
元
で
き
る
活
動
が
で
き
た
。学
園
の
子
ど

も
た
ち
に
新
し
い
畳
で
良
い
新
年
を
迎
え
て

ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
米
子
支
所　
西
尾
）

講習会の様子

専門家派遣の様子
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鳥
取
女
性
中
央
会（
会
長・濵
口
正
子
氏
）は
、本

会
連
携
組
織
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
、

12
月
２
日
、松
江
市
鹿
島
町「
島
根
原
子
力
発
電
所
」

に
お
い
て
視
察
研
修
を
し
た
後
、米
子
市「
ホ
テ
ル

ハ
ー
ベ
ス
ト
イ
ン
米
子
」に
て
意
見
交
換
会
を
実

施
し
た
。今
回
の
事
業
の
目
的
は
、原
子
力
発
電
の

安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、昨
年
度
よ
り
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
に
つ
い
て
学
び
感
じ
た
こ
と
や
取
り
組
ん
だ
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、会
員
企
業

の
経
営
等
に
役
立
て
る
と
い
う
も
の
。

　
視
察
研
修
で
は
、福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故

以
降
改
良
さ
れ
た
各
種
設
備
の
見
学・説
明
及
び

事
故
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し「
人
」の
対
応
力

を
強
化
し
て
い
る
な
ど
の
示
唆
を
受
け
、安
全
対

策
へ
の
認
識
の
高
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
取
り

組
み
に
は
終
わ
り
が
な
い
こ
と
や
意
識
改
革
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、会
員
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
取
組
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
社
屋
の
点
検
を
実
施
、

緊
急
時
の
対
策
を
検
討
し
た
」、「
近
隣
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
箇
所
や
避
難
場
所
を
従
業
員
に
周
知
し
た
」

と
い
う
声
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
救
命
講
習
を
受
け
た

こ
と
で
体
調
が
悪
そ
う
な
方
に
声
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
た
」と
い
っ
た
意
見
が
出
る
な
ど
有
意
義

な
意
見
交
換
会
と
な
っ
た
。濵
口
会
長
は
、「
原
子

力
発
電
所
で
質
問
を
し
た
際
、瞬
時
に
的
確
な
回

答
が
さ
れ
る
こ
と
か
ら
日
頃
よ
り
安
全
対
策
に
余

念
が
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。改
め
て
避
難
場
所

の
確
認
や
訓
練
の
実
施
な
ど
行
動
に
移
す
こ
と
の

必
要
性
を
感
じ
た
」と
話
し
た
。 （
総
務
部　
倉
持
）

　
鳥
取
卸
セ
ン
タ
ー
青
年
部
会（
会
長・山
根
将
之

氏
）は
、本
会
連
携
組
織
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

活
用
し
て
、11
月
10
日
〜
11
日
に
か
け
、石
川
県
七

尾
市
の
被
災
地
及
び
金
沢
市
、福
井
市
に
あ
る
２

つ
の
卸
団
地
組
合
を
視
察
訪
問
し
た
。

　
近
年
多
発
す
る
地
震
や
大
雨
、台
風
な
ど
に
よ

る
災
害
へ
の
危
機
管
理
意
識
が
高
ま
る
な
か
、被

災
地
や
被
災
し
た
組
合・組
合
員
の
体
験
談
を
聞

く
こ
と
で
、今
後
の
組
合
に
お
け
る
危
機
管
理
体

制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
た
。

　
ま
ず（
協
）金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
で
は
、七
尾
市

の
実
際
の
被
災
地
の
状
況
を
視
察
し
な
が
ら
組
合

で
の
経
験
を
伺
い
、復
興
半
ば
の
被
災
地
の
現
状

と
と
も
に
、組
合・組
合
員
に
お
け
る
防
災
意
識

の
向
上
や
緊
急
時
に
特
に
必
要
な
物
資
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に（
協
）福
井
問
屋
セ
ン
タ
ー
で
は
、会
館
に

お
け
る
耐
震
の
必
要
性
と
と
も
に
、災
害
を
経
験

し
た
上
で
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
危
機

管
理
体
制
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
示
唆
を
受
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
向
け

た
意
識
向
上
や
防
災
訓
練
の
必
要
性
応
な
ど
今
後

の
災
害
時
に
お
け
る
組
合
の
危
機
管
理
体
制
の
取

組
み
に
つ
い
て
意
見
が
聞
か
れ
る
な
ど
、有
意
義

な
視
察
研
修
と
な
っ
た
。　
（
組
織
支
援
部　
柳
原
）

災
害
リ
ス
ク
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

災
害
時
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る

意
見
交
換
会
の
様
子

視察先にて意見交換を行う様子

創
立
50
周
年
記
念

　

 

特
別
講
演
会
を
開
催

　
鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会（
会

長
・
藤
原
正
実
氏
）は
、12
月
７
日
、鳥
取
市

「
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
梨
花
ホ
ー
ル
」に
お
い

て
、鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会
の

創
立
50
周
年
を
記
念
し
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
講
演
会
に
は
タ
レ
ン
ト
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

元
大
統
領
夫
人
の
デ
ヴ
ィ
・
ス
カ
ル
ノ
氏
を

招
聘
し
、「『
世
界
の
果
て
ま
で
イ
ッ
テ
き
た

デ
ヴ
ィ
夫
人
が
語
る
』〜
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の

秘
訣
と
地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
〜
」を
テ
ー

マ
に
講
演
を
実
施
し
、自
身
の
波
乱
万
丈
な

人
生
を
振
り
返
り
、貴
重
な
経
験
談
や
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
の
秘
訣
に
つ
い
て
語
っ
た
ほ
か
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
回
答
す
る
な
ど
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　
会
場
に
は
約
１
２
０
０
名
が
参
集
し
、来

場
者
か
ら
は「
逆
境
に
打
ち
勝
つ
気
力
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
」、「
夫
人
の
人
生
観
に
感
動

し
た
。明
日
か
ら
実
践
し
た
い
」と
い
っ
た

声
が
あ
り
、創
立
50
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
有
意
義
な
講
演
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
企
画
振
興
部　
安
陪
）来場者との記念撮影の様子
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令和7年2月1日 鳥取県の中小企業景況

製
造
業

月
比
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
12
月
は
前
月
比
、

前
年
同
月
比
で
１
０
０
％
を
割
り
、
今
後
も

低
調
に
推
移
す
る
見
通
し
。
西
部
地
区
で
は

受
注
は
９
月
以
降
４
か
月
連
続
で
前
年
同
月

比
を
上
回
る
動
き
を
見
せ
た
。

【
金
属
製
品
】

　
建
築
関
係
は
、
県
内
物
件
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
機
械
加
工
は
、
年
末
に
組
合
員
１

社
が
倒
産
し
、
今
後
組
合
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
な
ん
と
か
凌
い
で
い
た
自
動
機
関

連
の
仕
事
も
減
っ
て
い
る
う
え
、
自
動
車
関

連
の
受
注
は
ま
だ
な
く
、
状
況
は
引
き
続
き

厳
し
い
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
県
内
、
公
共
物
件
、
民
間
工
事
の
見
積
依

頼
物
件
数
は
引
き
続
き
少
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
県
外
民
間
物
件
の
見
積
依
頼
が
多

い
業
者
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
受
注
金
額
は

低
価
格
化
が
散
見
さ
れ
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
各
社
の
受
注
状
況
は
引
き
続
き
厳
し
い
が
、

一
部
の
顧
客
で
航
空
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係

部
品
に
若
干
受
注
増
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

電
力
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
副
資

材
の
価
格
は
高
止
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
利

益
が
出
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
設
備
投
資
は
低
迷
し
て
い
る
う
え
、
人
材

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
売
上
高
は
前
月
に
続
き

葉
物
野
菜
を
中
心
に
単
価
の
上
昇
に
よ
り
前

月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。
取
扱
数
量
は
単
価
の
上
昇
を
受
け

消
費
流
通
が
悪
化
し
前
月
比
、
前
年
同
月
比

と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
鮮
魚
関
係
で
は
、

売
上
高
、
取
扱
数
量
と
も
に
減
少
し
て
い
る
。

前
年
同
月
比
で
は
、
取
扱
数
量
は
大
衆
魚
を

中
心
に
増
加
し
た
も
の
の
、
売
上
高
は
単
価

の
低
下
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
受
注
は

例
年
並
み
に
は
戻
っ
て
い
な
い
う
え
、
仕
入

価
格
は
上
昇
し
て
お
り
、
収
益
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。
販
売
先
の
顧
客
は
引
き
続
き
人

材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
う
え
、
高
齢
化

や
定
着
率
の
低
下
に
苦
慮
し
て
い
る
。
仕
入

配
送
に
関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の

減
便
と
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等

が
見
受
け
ら
れ
る
。
12
月
は
荒
天
が
続
き
、

巻
き
網
船
の
稼
働
が
極
端
に
低
下
し
た
こ
と

に
加
え
、
年
末
年
始
向
け
の
ブ
リ
の
水
揚
げ

も
少
な
く
師
走
と
し
て
は
非
常
に
寂
し
い
月

と
な
っ
た
。
松
葉
ガ
ニ
は
雌
ガ
ニ
が
比
較
的

豊
漁
で
あ
っ
た
も
の
の
、
雄
ガ
ニ
は
時
化
の

影
響
も
有
り
十
分
な
供
給
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
昨
年
に
比
べ
水
揚
げ

量
が
８
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
鮮
魚
用
の
上

物
は
高
値
と
な
り
、
年
末
年
始
用
の
需
要
か

ら
加
工
用
も
浜
高
で
推
移
し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
中
国
系
企
業
の
進
出
に
よ
り
受
注
獲
得
に

苦
慮
し
て
い
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
商

材
な
ど
の
年
末
商
戦
は
不
調
、
忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
の
駐
車
場
利
用
も
低
迷
し
た
。
仕
入
れ

価
格
の
高
騰
に
加
え
、
水
道
光
熱
費
や
人
件

費
の
経
費
負
担
増
も
個
店
の
収
益
を
圧
迫
し

て
い
る
。
消
費
者
に
と
っ
て
は
様
々
な
価
格

高
騰
が
家
計
を
圧
迫
し
て
お
り
、
消
費
マ
イ

ン
ド
が
低
下
し
て
い
る
。
倉
吉
市
の
商
店
街

で
は
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
客
足

は
伸
び
ず
低
調
な
月
と
な
り
順
調
な
師
走
商

戦
に
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
米
子
市
の
商
店

街
で
は
、
12
月
は
元
町
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
初
開
催
し
、２
日
間
で
約
３
，０
０
０

人
の
来
場
と
な
っ
た
。
元
町
パ
テ
ィ
オ
の
整

備
が
12
月
に
完
了
し
、
イ
ン
フ
ラ
面
の
環
境

も
整
い
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
利
便
性
が
向
上
し

た
。
境
港
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
今
年
は

昨
年
以
上
に
店
舗
へ
の
来
場
者
が
多
く
訪
れ

た
。
年
末
は
施
設
の
駐
車
場
が
足
り
な
い
状

況
と
な
っ
た
も
の
の
、
一
人
当
た
り
の
客
単

価
は
昨
年
よ
り
若
干
減
少
と
な
っ
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
年
末
は
大
型

連
休
も
あ
り
入
込
数
は
増
加
し
た
。
砂
丘
で

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
が
、

売
上
増
加
に
は
大
き
く
影
響
し
な
か
っ
た
。

米
子
市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
天
気
予
報

に
左
右
さ
れ
遠
方
か
ら
の
宿
泊
者
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
見
受
け
ら
れ
た
。
三
朝
温
泉
で
は
、

11
月
と
比
較
す
る
と
予
約
数
は
大
き
く
減
少

し
た
。
降
雪
の
予
報
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
が

見
受
け
ら
れ
た
。
羽
合
温
泉
で
は
、
12
月
の

宿
泊
は
前
月
比
で
約
３
割
減
少
、
前
年
同
月

比
で
同
水
準
と
な
っ
た
。
年
末
年
始
が
大
型

連
休
と
な
り
宿
泊
に
偏
り
が
出
た
も
の
の
、

宿
泊
状
況
は
例
年
並
み
と
な
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
12
月
の
新
車
販
売
は
普
通
車
・
軽
自
動
車

を
合
わ
せ
て
１
，７
２
４
台
で
対
前
月
は
普
通

車
21
．７
％
、軽
自
動
車
17
．１
％
の
減
少
、前

年
同
月
は
普
通
車
12
．４
％
、軽
自
動
車
13
．０

％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
中
古
車
は
普
通
車
・

軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て
５
３
１
台
で
対
前
月

11
．４
％
、
対
前
年
同
月
１
．７
％
の
減
少
で

あ
っ
た
。
継
続
検
査（
軽
自
動
車
を
含
む
）は

１
３
，５
０
１
台
で
対
前
月
６
．６
％
、
対
前

年
同
月
１
．９
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
11
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
35

億
円
、
件
数
１
１
２
件
と
な
っ
た
。
年
度
累

計
は
、
請
負
金
額
７
５
７
億
円
、
件
数
１
，

４
４
７
件
と
な
っ
た
。
公
共
投
資
は
単
月
で

は
３
か
月
ぶ
り
の
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
、
年

度
累
計
も
プ
ラ
ス
が
続
く
。
設
備
投
資
は
単

月
、
３
か
月
平
均
と
も
に
前
年
同
月
比
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
た
。
住
宅
投
資
は
単
月
で
は
前

年
同
月
比
プ
ラ
ス
、
３
か
月
平
均
は
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。

【
運
輸
業
】

　
12
月
の
物
流
は
、
製
造
業
、
建
設
建
築
関

係
の
輸
送
量
が
順
調
で
、
全
体
の
輸
送
量
と

し
て
は
良
好
な
動
き
と
な
っ
た
。
荷
物
の
不

足
傾
向
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
、
運
行
の
効
率

は
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
燃
料
価
格
に
つ

い
て
は
、
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
補
助
金
の

段
階
的
縮
小
に
伴
う
増
加
の
た
め
大
幅
な
コ

ス
ト
上
昇
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
月
の
燃
料
価
格
に
つ
い
て
も
同
様
な
措
置

が
行
わ
れ
る
た
め
非
常
に
厳
し
い
状
態
が
継

続
し
て
い
る
。

（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
Ｌ
Ｐ
Ｇ
や
電
気
代
等
光
熱
費
の
高
止
ま
り

に
苦
慮
し
て
い
る
。
味
噌
・
醤
油
業
界
で
は
、

国
内
の
落
ち
込
み
を
輸
出
で
カ
バ
ー
し
て
い

る
状
態
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
賃
上
げ
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
賃
上
げ

に
伴
う
価
格
転
嫁
は
不
十
分
な
状
況
。
円
安

に
よ
る
輸
入
物
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
需
要
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
製
品
輸
入
量
も

円
安
な
が
ら
減
少
し
て
は
お
ら
ず
、
相
変
わ

ら
ず
供
給
過
剰
で
あ
り
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は

受
注
量
確
保
に
苦
戦
し
て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
運
送
コ
ス
ト

を
は
じ
め
と
す
る
経
費
負
担
の
増
加
が
続
い

て
お
り
業
況
は
厳
し
い
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
減
少
、
製
材
品
の
生
産
量
は

前
月
比
で
微
増
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比

で
微
増
と
な
っ
た
。
製
材
品
、
合
板
の
需
要

動
向
は
鈍
い
ま
ま
で
、
配
送
の
ト
ラ
ッ
ク
不

足
も
伴
い
荷
動
き
は
10
月
、
11
月
と
比
較
し

低
迷
し
た
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は

前
月
比
20
％
増
加
、
前
年
同
月
比
は
５
％
増

加
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
高
等
諸
経
費

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印　
刷
】

　
鳥
取
県
の
印
刷
業
界
は
、
12
月
は
売
上
が

20
％
増
加
し
た
も
の
の
、
案
件
数
や
納
品
物

件
数
に
は
大
き
な
変
動
が
な
く
、
主
に
部
数

増
加
が
影
響
し
て
い
る
。
紙
の
仕
入
れ
価
格

が
15
％
上
昇
し
、
価
格
転
嫁
の
難
し
さ
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
12
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

18
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
約
１
％
増
加
と

な
っ
た
。
東
部
地
区
で
は
災
害
復
旧
工
事
は

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
感
が
あ
る
た
め
、
今
後
は

前
年
同
月
比
で
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
中
部

地
区
で
は
９
月
以
降
３
か
月
連
続
で
前
年
同

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　全業種景況DI値は、前月比７.９ポイント低下のマイナス１８.４、前年同月比５.３ポイント上昇のマイナス
１５.８となった。製造業では、依然として原材料、光熱費等の高止まりが継続しており、収益状況は前月比、
前年同月比ともにマイナスで推移するなど厳しい状況が続いている。非製造業では、大型連休となる年末に
かけ人流が増加し、観光、宿泊関連では賑わいをみせたものの、食料品等を中心とする物価高騰により消
費者は家計を圧迫され、消費マインドの低下につながっており、前月比で業況は悪化した。県内景況は、全
業種で原材料等仕入れ価格の高騰が継続しているうえ、最低賃金上昇による経費負担の増加が収益を圧
迫するなど厳しい状況が続いている。また、経費負担の増加に伴い販売価格への価格転嫁が必要となるも、
需要の停滞を引き起こす懸念が生じて踏み出せず、状況は引き続き厳しい。

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R4/12 R5/12 R6/12

月12
価格転嫁を要するも、
需要停滞を懸念
物価高騰が家計を圧迫、
消費マインドは低下し業況も悪化
～景況DI値は、前年同月比５.３ポイント上昇のマイナス１５.８～
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非
製
造
業

月
比
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
12
月
は
前
月
比
、

前
年
同
月
比
で
１
０
０
％
を
割
り
、
今
後
も

低
調
に
推
移
す
る
見
通
し
。
西
部
地
区
で
は

受
注
は
９
月
以
降
４
か
月
連
続
で
前
年
同
月

比
を
上
回
る
動
き
を
見
せ
た
。

【
金
属
製
品
】

　
建
築
関
係
は
、
県
内
物
件
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
機
械
加
工
は
、
年
末
に
組
合
員
１

社
が
倒
産
し
、
今
後
組
合
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
な
ん
と
か
凌
い
で
い
た
自
動
機
関

連
の
仕
事
も
減
っ
て
い
る
う
え
、
自
動
車
関

連
の
受
注
は
ま
だ
な
く
、
状
況
は
引
き
続
き

厳
し
い
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
県
内
、
公
共
物
件
、
民
間
工
事
の
見
積
依

頼
物
件
数
は
引
き
続
き
少
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
県
外
民
間
物
件
の
見
積
依
頼
が
多

い
業
者
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
受
注
金
額
は

低
価
格
化
が
散
見
さ
れ
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
各
社
の
受
注
状
況
は
引
き
続
き
厳
し
い
が
、

一
部
の
顧
客
で
航
空
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係

部
品
に
若
干
受
注
増
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

電
力
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
副
資

材
の
価
格
は
高
止
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
利

益
が
出
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
設
備
投
資
は
低
迷
し
て
い
る
う
え
、
人
材

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
売
上
高
は
前
月
に
続
き

葉
物
野
菜
を
中
心
に
単
価
の
上
昇
に
よ
り
前

月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。
取
扱
数
量
は
単
価
の
上
昇
を
受
け

消
費
流
通
が
悪
化
し
前
月
比
、
前
年
同
月
比

と
も
に
減
少
と
な
っ
た
。
鮮
魚
関
係
で
は
、

売
上
高
、
取
扱
数
量
と
も
に
減
少
し
て
い
る
。

前
年
同
月
比
で
は
、
取
扱
数
量
は
大
衆
魚
を

中
心
に
増
加
し
た
も
の
の
、
売
上
高
は
単
価

の
低
下
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
受
注
は

例
年
並
み
に
は
戻
っ
て
い
な
い
う
え
、
仕
入

価
格
は
上
昇
し
て
お
り
、
収
益
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。
販
売
先
の
顧
客
は
引
き
続
き
人

材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
う
え
、
高
齢
化

や
定
着
率
の
低
下
に
苦
慮
し
て
い
る
。
仕
入

配
送
に
関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の

減
便
と
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等

が
見
受
け
ら
れ
る
。
12
月
は
荒
天
が
続
き
、

巻
き
網
船
の
稼
働
が
極
端
に
低
下
し
た
こ
と

に
加
え
、
年
末
年
始
向
け
の
ブ
リ
の
水
揚
げ

も
少
な
く
師
走
と
し
て
は
非
常
に
寂
し
い
月

と
な
っ
た
。
松
葉
ガ
ニ
は
雌
ガ
ニ
が
比
較
的

豊
漁
で
あ
っ
た
も
の
の
、
雄
ガ
ニ
は
時
化
の

影
響
も
有
り
十
分
な
供
給
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
昨
年
に
比
べ
水
揚
げ

量
が
８
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
鮮
魚
用
の
上

物
は
高
値
と
な
り
、
年
末
年
始
用
の
需
要
か

ら
加
工
用
も
浜
高
で
推
移
し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
中
国
系
企
業
の
進
出
に
よ
り
受
注
獲
得
に

苦
慮
し
て
い
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
商

材
な
ど
の
年
末
商
戦
は
不
調
、
忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
の
駐
車
場
利
用
も
低
迷
し
た
。
仕
入
れ

価
格
の
高
騰
に
加
え
、
水
道
光
熱
費
や
人
件

費
の
経
費
負
担
増
も
個
店
の
収
益
を
圧
迫
し

て
い
る
。
消
費
者
に
と
っ
て
は
様
々
な
価
格

高
騰
が
家
計
を
圧
迫
し
て
お
り
、
消
費
マ
イ

ン
ド
が
低
下
し
て
い
る
。
倉
吉
市
の
商
店
街

で
は
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
客
足

は
伸
び
ず
低
調
な
月
と
な
り
順
調
な
師
走
商

戦
に
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
米
子
市
の
商
店

街
で
は
、
12
月
は
元
町
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
初
開
催
し
、２
日
間
で
約
３
，０
０
０

人
の
来
場
と
な
っ
た
。
元
町
パ
テ
ィ
オ
の
整

備
が
12
月
に
完
了
し
、
イ
ン
フ
ラ
面
の
環
境

も
整
い
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
利
便
性
が
向
上
し

た
。
境
港
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
今
年
は

昨
年
以
上
に
店
舗
へ
の
来
場
者
が
多
く
訪
れ

た
。
年
末
は
施
設
の
駐
車
場
が
足
り
な
い
状

況
と
な
っ
た
も
の
の
、
一
人
当
た
り
の
客
単

価
は
昨
年
よ
り
若
干
減
少
と
な
っ
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
年
末
は
大
型

連
休
も
あ
り
入
込
数
は
増
加
し
た
。
砂
丘
で

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
が
、

売
上
増
加
に
は
大
き
く
影
響
し
な
か
っ
た
。

米
子
市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
天
気
予
報

に
左
右
さ
れ
遠
方
か
ら
の
宿
泊
者
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
見
受
け
ら
れ
た
。
三
朝
温
泉
で
は
、

11
月
と
比
較
す
る
と
予
約
数
は
大
き
く
減
少

し
た
。
降
雪
の
予
報
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
が

見
受
け
ら
れ
た
。
羽
合
温
泉
で
は
、
12
月
の

宿
泊
は
前
月
比
で
約
３
割
減
少
、
前
年
同
月

比
で
同
水
準
と
な
っ
た
。
年
末
年
始
が
大
型

連
休
と
な
り
宿
泊
に
偏
り
が
出
た
も
の
の
、

宿
泊
状
況
は
例
年
並
み
と
な
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
12
月
の
新
車
販
売
は
普
通
車
・
軽
自
動
車

を
合
わ
せ
て
１
，７
２
４
台
で
対
前
月
は
普
通

車
21
．７
％
、軽
自
動
車
17
．１
％
の
減
少
、前

年
同
月
は
普
通
車
12
．４
％
、軽
自
動
車
13
．０

％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
中
古
車
は
普
通
車
・

軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て
５
３
１
台
で
対
前
月

11
．４
％
、
対
前
年
同
月
１
．７
％
の
減
少
で

あ
っ
た
。
継
続
検
査（
軽
自
動
車
を
含
む
）は

１
３
，５
０
１
台
で
対
前
月
６
．６
％
、
対
前

年
同
月
１
．９
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
11
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
35

億
円
、
件
数
１
１
２
件
と
な
っ
た
。
年
度
累

計
は
、
請
負
金
額
７
５
７
億
円
、
件
数
１
，

４
４
７
件
と
な
っ
た
。
公
共
投
資
は
単
月
で

は
３
か
月
ぶ
り
の
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
、
年

度
累
計
も
プ
ラ
ス
が
続
く
。
設
備
投
資
は
単

月
、
３
か
月
平
均
と
も
に
前
年
同
月
比
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
た
。
住
宅
投
資
は
単
月
で
は
前

年
同
月
比
プ
ラ
ス
、
３
か
月
平
均
は
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。

【
運
輸
業
】

　
12
月
の
物
流
は
、
製
造
業
、
建
設
建
築
関

係
の
輸
送
量
が
順
調
で
、
全
体
の
輸
送
量
と

し
て
は
良
好
な
動
き
と
な
っ
た
。
荷
物
の
不

足
傾
向
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
、
運
行
の
効
率

は
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
燃
料
価
格
に
つ

い
て
は
、
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
補
助
金
の

段
階
的
縮
小
に
伴
う
増
加
の
た
め
大
幅
な
コ

ス
ト
上
昇
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
月
の
燃
料
価
格
に
つ
い
て
も
同
様
な
措
置

が
行
わ
れ
る
た
め
非
常
に
厳
し
い
状
態
が
継

続
し
て
い
る
。

（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
Ｌ
Ｐ
Ｇ
や
電
気
代
等
光
熱
費
の
高
止
ま
り

に
苦
慮
し
て
い
る
。
味
噌
・
醤
油
業
界
で
は
、

国
内
の
落
ち
込
み
を
輸
出
で
カ
バ
ー
し
て
い

る
状
態
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
賃
上
げ
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
賃
上
げ

に
伴
う
価
格
転
嫁
は
不
十
分
な
状
況
。
円
安

に
よ
る
輸
入
物
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
需
要
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
製
品
輸
入
量
も

円
安
な
が
ら
減
少
し
て
は
お
ら
ず
、
相
変
わ

ら
ず
供
給
過
剰
で
あ
り
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は

受
注
量
確
保
に
苦
戦
し
て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
運
送
コ
ス
ト

を
は
じ
め
と
す
る
経
費
負
担
の
増
加
が
続
い

て
お
り
業
況
は
厳
し
い
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
と
も
に
減
少
、
製
材
品
の
生
産
量
は

前
月
比
で
微
増
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比

で
微
増
と
な
っ
た
。
製
材
品
、
合
板
の
需
要

動
向
は
鈍
い
ま
ま
で
、
配
送
の
ト
ラ
ッ
ク
不

足
も
伴
い
荷
動
き
は
10
月
、
11
月
と
比
較
し

低
迷
し
た
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は

前
月
比
20
％
増
加
、
前
年
同
月
比
は
５
％
増

加
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
高
等
諸
経
費

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印　
刷
】

　
鳥
取
県
の
印
刷
業
界
は
、
12
月
は
売
上
が

20
％
増
加
し
た
も
の
の
、
案
件
数
や
納
品
物

件
数
に
は
大
き
な
変
動
が
な
く
、
主
に
部
数

増
加
が
影
響
し
て
い
る
。
紙
の
仕
入
れ
価
格

が
15
％
上
昇
し
、
価
格
転
嫁
の
難
し
さ
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
12
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

18
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
約
１
％
増
加
と

な
っ
た
。
東
部
地
区
で
は
災
害
復
旧
工
事
は

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
感
が
あ
る
た
め
、
今
後
は

前
年
同
月
比
で
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
中
部

地
区
で
は
９
月
以
降
３
か
月
連
続
で
前
年
同
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令和7年2月1日

県内初!さまざまな分野の企業が一堂に集まる総合展示会

日時：令和7年2月7日（金）、8日（土）10:00～17:00
場所：米子コンベンションセンター、米子市文化ホール

支 援 内 容　修学旅行で万博を訪問する県内の児童・生徒の万博入場料及び必要な経費　等
募 集 期 間　令和７年３月３１日まで
寄付の種類　①寄 付 金 ： 一口５万円目安（何口でも御寄付いただけます。）
　　　　　　　　　　　　　　※一口５万円寄付で小中学生入場料５０名分相当。
　　　　　　②寄付金品 ： 大阪・関西万博入場チケット１０枚以上
　　　　　　　　　　　　　　※修学旅行で利用できるチケットに限ります。
寄付の特典　・ 県HP（とりネット）へ寄付者名を掲載します。（希望する寄付者）
　　　　　　・ ５０万円以上の御寄付には感謝状を贈呈します。
　　　　　　　　　　　　　　※御寄付いただきますと、法人税法に基づき全額損金算入できます。

ものづくり・食品expo
県内のものづくり企業約５０社が集結！
水素・エコカー・宇宙・スタートアップ・フードテックなどの分野も
普段接する機会の少ない地元企業との出会い・交流の場に！

●日本屈指のITジャーナリストによる
　トークショー
●米子南高校によるｅスポーツ体験
●オンガクお嬢
　DUEL DE DANCE山陰決勝大会
●学生企画古着リサイクル、県立美術館開館PR
●県産食材を用いたキッチンカー、
　お楽しみ抽選会 等

【お問い合わせ】
県庁商工労働部県産業未来創造課
電話：0857-26-7244

【本事業に関する問合せ先】
鳥取県関西本部万博推進室　TEL：0857-26-8873
E-mail：banpaku-suishin@pref.tottori.lg.jp
ホームページ：https://www.pref.tottori.lg.jp/320138.htm

特設サイトはこちら！
https://sangyo-mirai.jp/

IT先端技術expo
中四国初登場のトランスフォームロボットや空飛ぶクルマVR体験
AIを活用した肌診断など、近未来を体験できます
その他にも県内外の先端技術に出会うチャンス！

クリエイターズexpo
デジタルコンテンツの未来を担う県内クリエイターが集結！
成長が期待される「とっとりクリエイターズ・ビレッジ」の作品展示や
講談社による創作活動に関する相談会など、豪華企画も実施！

参加
無料『とっとり産業未来フェス』を開催します!ここにしかない、とっとりのものづくり、未来の技術、サスティナブル・音楽・アート・食!

鳥取の「未来」に出会う２日間!

その他見どころ

大阪・関西万博修学旅行訪問支援における寄付のお願い
　2025年大阪・関西万博は、地球規模の様々な課題に取組む「未来社会の実験場」をコンセプトと
して約160ヵ国が参加するイベントであり、世界各地の英知が集約された最先端の技術やサービ
スなどに直接触れる学びの場です。
　県・経済界が連携して次代を担う県内の子ども達が修学旅行で万博を訪問する際の入場料等必
要費用を支援するため、県内企業・団体等から寄付を募集します。

　詳細は、募集要綱をご確認ください。ご賛同いただける方は、寄付申請書を次のウェブサイトか
らダウンロード、記載のうえ、お送りください。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



地元で事業を営む「あなた」に寄り添う　鳥取銀行のコンサルティング

ご相談はお近くの鳥取銀行　窓口まで
ぜひ、鳥取銀行にご相談ください

経営に関する
お悩み
解決します！

えっ！ 銀行に
そんなお願い
できるんだ戦略策定

補助金申請 販路支援 事業承継
Ｍ＆Ａ
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令和7年2月1日

都道府県への所管権限移譲に関するお知らせ
　令和5年12月22日に閣議決定された「令和5年の地方からの提案等に関する対応方針」において、「中小企
業等協同組合法」及び「中小企業団体の組織に関する法律」の改正に基づき各省庁の事務・権限のうち、2以上
の都道府県の区域にわたる事業協同組合等の設立認可等に関する事務・権限について令和6年中に都道府県に
移譲することが決定され、令和6年12月28日に施行となりました。

　改正に伴い、これまで上記７省庁の各機関長宛に提出していた認可申請書、決算関係書類、役員変更届書等
が、鳥取県知事宛に提出することとなりますので、お間違いのないようよろしくお願いいたします。
　ご不明点等ございましたら本会までお問い合わせください。

事務・権限移譲 警察庁（国家公安員会）、金融庁（財務局）、総務省、法務省、文部科学省、
厚生労働省及び環境省（地方環境事務局）

　　　　　　　　　都道府県（鳥取県）
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令和7年2月1日

組合年度末処理の事務手続きについて

事業年度終了後の通常総会開催までの流れ

議案の作成

★印…バーチャル出席に対応すること

　「決算関係書類（財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案又は損失処理案）」及び
「事業報告書」の作成。

組合員名簿、出資台帳の整備

監事への「決算関係書類」「事業報告書」の提出

2
ヵ
月
以
内（
定
款
で
3
ヵ
月
以
内
と
定
め
て
い
る
場
合
に
は
3
ヵ
月
以
内
）

2
週
間
以
上

中
10
日
以
上

（
短
縮
可
）

中
7
日
以
上

（
短
縮
可
）

原
則
4
週
間

（
短
縮
可
）

●「決算関係書類」「事業報告書」について、監事の監査を受ける。
●監事は、監査報告を作成し、理事に対し、「決算関係書類」「事業報告書」の全部を受領した日
から4週間経過した日、もしくは理事との合意により定めた日のいずれか遅い日【※1】までに
監査報告の内容を通知する。
【※1】：4週間以内に監事が通知することは可能

理事会招集通知の発出【※2】
　理事長は、理事会の会日の1週間前【※3】までに、各理事【※4】に対し、理事会招集通知を発出
する。
【※2】：理事全員の同意があれば招集手続の省略可
【※3】：短縮可（1週間を下回る期間を定款で定めた場合はその期間）
【※4】：監事に業務監査権限を付与している場合は、各監事に対しても発出しなければならない

理事会の開催
　通常総会の開催概要（日時、場所又は★方法）及び議案の議決、監事の監査を受けた「決算
関係書類」「事業報告書」の承認を行う。
★総会における開催形態（バーチャル出席の採用）に関する審議、決定
　①リアル型（バーチャル出席なし）
　②ハイブリッド型（リアル出席＋バーチャル出席）
　③バーチャルオンリー型（全員バーチャル出席）
★招集通知方法や通知（案内書面）の内容の決定、スケジュール確認

「決算関係書類」「事業報告書」の備置き
　通常総会の会日の2週間前までに、「決算関係書類」「事業報告書」を主たる事務所に、それ
らの写しを従たる事務所に備え置き、組合員の閲覧に供する。

総会招集通知の発出【※5】・「決算関係書類」「事業報告書」及び「監査報告」の提供

通常総会の開催

　理事長は、通常総会の会日の10日前【※6】までに組合員に到達するよう、総会招集通知を発
出する。総会招集通知には、議案のほか、会議の日時、場所等会議の目的たる事項を示すととも
に、理事会の承認を受けた「決算関係書類」「事業報告書」及び「監査報告」を添付し、組合員に
提供しなければならない。
【※5】：組合員全員の同意があれば招集手続の省略可（この場合、招集通知発出の際に必要な添付書類も不要）
【※6】：短縮可（これを下回る期間を定款で定めた場合はその期間）
★アクセス方法に関する情報や留意事項等の通知
★通信テスト等、諸規定に基づく準備

　法令、定款及び規約の定めに従い、議決権又は選挙権を行使し、議案に対する意思表示を行
い、組合の意思を決定する。
★受付（本人確認）、稼働状況の確認
★議長の選任
★議事の運営、通信障害発生時の対応等

監査報告の内容通知

年度末（決算日）

決算関係書類・役員変更届は中央会へ
　決算関係書類、役員変更届は、総会議事録（理事会議事録）を添付して、東部地区組合
は２部、中部地区組合、西部地区組合は３部、本会又は米子支所へ提出してください。
各種申請書や届出の様式は本会HPよりダウンロードできますのでご活用ください。
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令和7年2月1日

　
２
０
２
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
あ

っ
と
い
う
間
に
１
ヶ
月
が
経
ち
、早
い
も

の
で
２
月
に
な
り
ま
し
た
。２
月
は
１
年

の
中
で
寒
さ
が
ピ
ー
ク
に
な
る
時
期
で
す

が
、日
差
し
の
角
度
や
夕
方
の
空
を
見
る

と
、「
少
し
ず
つ
春
が
近
づ
い
て
い
る
な
」

と
思
う
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。寒
さ
の
中
に

ほ
ん
の
少
し
だ
け
春
を
感
じ
る
瞬
間
が
冬

の
終
わ
り
を
静
か
に
教
え
て
く
れ
て
い
る

気
が
し
ま
す
。

　
２
月
と
い
え
ば
節
分
や
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
の
月

で
も
あ
り
ま
す
。特
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
は
、近
年「
自
分
チ
ョ
コ
」が
主
流
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。年
末
年
始

の
長
期
休
暇
明
け
で
疲
労
が
溜
ま
っ
て
い

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。自
分
へ
の

ご
褒
美
を
食
べ
て
一
息
つ
い
て
み
る
の
も

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

4日（火） 12日（水） 18日（火） 25日（火）

2月の倉吉出張所相談日のお知らせ

 7 金 中央会青年部・役員会 １０：３０ オンライン

 26 水 組合間連携交流Web会議 １０：３０ オンライン

 12 水 鳥取県との意見交換会（知事を囲む会） １７：３０
 ホテルニューオータニ鳥取

 14 金 西部青年中央会２月例会 19：00
 ANAクラウンプラザホテル米子

 17 月 中部青年中央会臨時総会・２月例会 １９：００
 倉吉シティホテル

 19 水

第４回正副会長支部長会議 １３：２０
第４回理事会 １４：００
鳥取県中小企業政治協会通常総会 １５：００
 米子コンベンションセンター

 20 木 東部青年中央会２月例会 １９：００
 パレットとっとり市民交流ホール

 27 木
連携組織等DX対応支援事業専門家派遣 １３：３０
（対象：鳥取県インテリア事業（協）） 
 伯耆しあわせの郷

2月19日（水） 於：米子コンベンションセンター
 １３：２０　第４回正副会長・支部長会議
 １４：００　第４回理事会
 １５：００　鳥取県中小企業政治協会通常総会

3月12日（水） 於：米子コンベンションセンター
 １３：３０　令和６年度臨時総会
 １４：４０　経営者向けセミナー

5月上旬 監査会

5月14日（水） 於：ホテルニューオータニ鳥取
 １４：００　第１回正副会長・支部長会議
 １５：００　第１回理事会

6月18日（水） 於：ホテルニューオータニ鳥取
 １５：００　令和７年度通常総会・会長表彰
 １６：３０　通常総会祝賀会

令和7年度通常総会までの主要行事予定

ご参加の程、
宜しくお願い
致します

中央会・組合の 行事予定
日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

月2
『中小企業とっとり』に

組合の情報を掲載しませんか？
『中小企業とっとり』に

組合の情報を掲載しませんか？

【組合の情報掲載に関するお問い合わせ】
鳥取県中小企業団体中央会　

企画振興部　TEL：0857-26-6671
または組合担当者まで

お気軽にお問合せください！

情 報 募 集

★イベントのPRをしたい
★組合の事業を紹介したい
★組合のニュースを
　取り上げてほしい
　　　　　　などなど

※組合等の行事を情報交換の場として組合活性化情報「中小企業とっとり」に掲載
しておりますので、組合での行事等がございましたら本会までご連絡下さい。
※1月20日時点で把握している情報を掲載しています。

中央会の動き
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発
行
人
　
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
〒
680‐

0845 鳥
取
市
富
安
１
丁
目９６

　
　
　
　
T
EL（
０８５７

）２６‐６６７１（
代
）・
FA
X（
０８５７

）２７‐１９２２

倉
吉
出
張
所
 〒
682‐

0887 倉
吉
市
明
治
町（
倉
吉
商
工
会
議
所
内
）

 
T
EL・
FA
X（
０８５８

）２２‐１７０６
米
子
支
所
 〒
683‐

0823 米
子
市
加
茂
町（
米
子
商
工
会
議
所
５
階
）

 
T
EL （０８５９

）３４‐２１０５・
FA
X（
０８５９

）３４‐６４４１

毎
月
１
回
１
日
発
行
　
日
ノ
丸
印
刷
株
式
会
社
　
印
行

購
読
料
　
1部
　
７０
円
　
T
EL（
０８５７

）２２‐２２４８（
代
）

（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

U
R
L 

https://w
w
w
.chuokai-tottori.or.jp

E
-m
ail honbu@

chuokai-tottori.or.jp
中
小
企
業
と
っ
と
り
　
令
和
7
年
2
月
1
日


